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オリビン粒子の形が等方的（コロコロしている）、低温もしくはより深い領域での形状
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図 2　本研究で推定された太平洋底に横たわるマントルアセノスフェア内のオリビン粒子形、結晶配向パターンと
それに基づく地震波速度の特徴

>3% の地震波速度異方性 （= (VSH-VSV)/VAve ）が観測される領域

VAve ：平均横波速度
VSH：水平方向に偏向した横波速度
VSV：鉛直方向に偏向した横波速度

オリビンの a軸が水平方向、b軸が鉛直
方向に強く揃う
(VSH/VSV > 1, 大 )

オリビンの a軸が水平方向、c軸が鉛直
方向に弱く揃う
(VSH/VSV > 1, 小 )

本研究で推定されたオリビンの
配向パターンとその強度および
それに基づく地震波速度異方性
の深度分布
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